
 

５．平成２９年度学校評価 

 視
点 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 

学校関係者評価 
総合評価 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教
育
課
程
・
学
習
指
導 

(2)自然科学コース
が培ってきた行事
を、学校全体の取
組として位置づけ
実施する。 
(3)ＩＣＴ利活用授
業の研究をプロジ
ェクトチームを中
心に推進する。 
(4)主体的な学びの
確立を目指し、授
業外での学習習慣
の定着を図る。 

(2)自然科学コースが
募集停止となった１年
生にも周知し、参加を
促す。校外講座として
単位認定することも含
め検討する。 
(3)ＩＣＴ利活用授業
研究プロジェクトを中
心に研究を進め、校内
での協議会をとおし
て、組織的にＩＣＴ利
活用を推進していく。 
(4)学習習慣をつける
べき1学年を中心に、
オンライン学習支援シ
ステム等を利活用し、
生徒個々の学習時間を
把握し、習慣の定着を
図る。 

(2)自然科学コースが１年
次に実施していた自然科
学教室「富士山実習」
に、生徒の参加を促すこ
とができたか。また、実
習のための事前学習・実
験や事後の振り返りやま
とめなど十分な取り組み
ができたか。単位認定が
可能か教科、学年、グル
ープで検討することがで
きたか。 
(3)組織的にＩＣＴ利活用
を推進し、授業改善につ
なげることができたか。 
(4)主体的に学ぶ生徒を増
やし、家庭学習など授業
外での学習習慣の定着を
図ることができたか。 

(2)「富士山実習」については、
10名が参加し、ほぼ例年通りの
成果が上げられた。事前事後の学
習や振り返りも行った。 
(3)新たなクラウドシステムの導
入や、生徒が自由に使えるWifi
の試行を行うとともに、若手教員
を中心とした研修会も充実してい
る。 
(4)定期試験前の学習時間につい
てクラウドシステムを利用させ調
査している。また、授業評価アン
ケートの一部をクラウドシステム
で行った。 
様々な場面で生徒が使わざるを得
ない状況を作った。 

(2)一定数の参加者を募るための手立
てとして単位認定について教科を中心
に検討したが、本校では卒業単位数も
比較的多くあまりメリットして考えに
くい。 
 (3)インフラ面での拡充は進んでお
り、ＢＹＯＤのためのＷｉｆｉの整備
も進んだ。授業改善でもこれらのシス
テムを利用し、本質的な改善点が見え
てきた。 
(4) ＩＣＴ機器を使うか否かを含め、
生徒の主体的な利用を促すための仕掛
けをさらに増やし、家庭学習への糸口
になるよう更に継続的な利用を図る。 

・目標設定が具体的か
つ適確でありＰＤＣＡ
がしっかり行われてい
る。 
・主体的な学びはとて
も大切であり、そこに
視点をあてて取り組
み、一定の成果を上げ
ているところは評価で
きる。 
・家庭学習への糸口を
作る点については、十
分に検討されていると
は言えない。また、家
庭学習時間の調査など
定量的な達成目標を背
呈することが望まし
い。 
・授業改善については
より詳細な達成状況を
示してほしい。 

・ＩＣＴを活用し
ながら主体的に学
ぶ姿勢を育てるこ
とを継続して取り
組んでいきたい。 
・ＢＹＯＤ導入の
ためのＷｉｆｉ環
境を整え、本格的
なＢＹＯＤ活用に
動き出した。次年
度以降、これを活
用しての授業改善
に組織的に取り組
み、その成果を検
証していく必要が
ある。 

・クラッシーやロ
イロノートなど
様々な媒体を活用
しより効果の高い
指導を研究してい
く。 
・家庭学習につい
ては各教科どのく
らい課している
か、さらにその結
果どの程度学習効
果が上がったかを
把握していく。 
・今年度は生徒に
よる授業評価の結
果を、生徒や保護
者に公表すること
で、本校の取り組
み状況を示した。 

２ 

(

幼
児
・
児
童)

・
生
徒
指
導
・
支
援 

(1)「過ごしやすい
学校生活」を送る
ための社会生活上
での規範意識やマ
ナーを生徒に身に
つけさせる。健康
で心豊かな人間性
を養い、思いやり
のある友人関係の
構築を図る。 
(2)教育相談体制を
確立し、報告、連
絡、相談が速やか
になされるように
する。 
(3)生徒が自主的・
主体的に企画・運
営に取り組む学校
行事や委員会活
動、ＨＲ活動を推
進する。また部活
動等を通して、目
標に向けて粘り強
く取り組む姿勢や
規範意識、社会性
を育成する。 

(1)学期の初めや終わ
り、学校行事などの機
会をとらえ、生徒のル
ールやマナーに対する
意識を喚起し、生徒が
自ら正しく判断し行動
できるよう支援を行
う。挨拶の励行やいじ
め防止教育などを通
じ、他人を思いやる気
持ちを育て、良好な人
間関係の構築を図る。 
(2)校内における教育
相談体制を確立し、連
携して生徒の指導、支
援に当たる。より的確
な対応ができるようス
クールカウンセラーと
の連携を強化する。 
(3)生徒が主体となっ
て企画・運営する学校
行事や部活動、ＨＲ活
動を支援する。また、
生徒がやりがいや達成
感を感じたり、規範意
識や社会性を高めたり
することにつながる指
導・支援を行う。 
 
 

(1)様々な機会をとらえ、
生徒が正しい判断、行動
ができる支援を行えた
か。「自由と規律」の意
味合いをしっかり理解
し、行動に移せる生徒を
育成できたか。呼びかけ
を行うことにより生徒の
挨拶やいじめ防止に対す
る意識の向上が見られる
ようになったか。 
(2)生徒の問題行動、事故
などに対して学年、グル
ープ等で連携して対応で
きたか。 
(3)行事の企画・運営に生
徒が積極的に関わること
ができたか。部活動の加
入率を維持できたか。 

(1)自転車運転免許証を発行して
交通ルールを守るように指導し
た。メールやライン、ツイッター
等での誹謗中傷やいじめにつなが
る書き込みについて２回研修会し
て理解を深めさせた。 
(2)スクールカウンセラー来校を
生徒・教員に周知し、教育相談に
当たった。 
（3）体育祭、球技大会において
委員の生徒、生徒代表者による企
画・運営を支援した。部活動の勧
誘活動は生徒会執行部が工夫を凝
らし、活動できていた。 

(1)通学時の自転車事故を未然に防ぐ
ため、交通ルールの筆記試験をして安
全運転・交通ルールを順守させる。 
(2)ＳＮＳは、大人の目に触れにく
く、問題行動を発見しにくいため、情
報モラル教育をすすめるとともに、保
護者においても理解を求める必要があ
る。 
（3）体育祭においては企画・運営に
かかわった生徒は達成感のある行事で
あった。球技大会については工夫が必
要である。 
勧誘活動を工夫して行えていたが、加
入率は下がってしまったため、部活動
に関するＰＲ方法の工夫が求められ
る。 

・自転車免許証はとて
も良い取組である。生
田だけではなく全県に
発信しては。 
・ＳＮＳの問題など新
しい課題にも対応して
いる。 
・部活動の加入率が下
がった理由は耐震工事
が影響しているのか？ 
・生徒指導上の課題は
ＳＣなども含めた専門
家とも連携し小さな芽
のうちに対応するよう
心がけていただきた
い。 

・自転車運転免許
証の発行が生徒の
交通事故防止と交
通マナーの向上に
つながった。 
・ツイッター、Ｓ
ＮＳなどへの誹謗
中傷の書き込み
や、他人の写真や
動画を無断でアッ
プすることなどが
あった。生徒のＳ
ＮＳ利用に関する
マナー教育が大き
な課題である。 
・耐震工事でのハ
ード面でのマイナ
スが生徒の行動や
やる気に響いてい
る。生徒のやりが
いや達成感を得ら
れる活動を意識し
ていく。 

・今後も交通安全
のための指導を継
続していく。 
・他人の誹謗中傷
や、写真等をアッ
プすることは、そ
の人の人権を侵す
ことであると理解
させ、ＳＮＳの利
用について考えさ
せていく。 
・耐震工事のなか
でも、生徒主体が
主体的に行事につ
いて考え、やりが
いや達成感がえら
れるよう企画運営
に取り組ませる。 



 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

(1･2)自分の興味・
関心・適性・学力
など、生徒に自己
理解を深めさせる
取組を充実させ
る。 

(1･2)外部機関のベネ
ッセ、リクルート、社
団法人Foraとの連携
を図り、進路サポー
ト、進学事典の適性テ
スト、アクティブラー
ニングによる学部・学
科選択を利用する。自
己推薦書を１年次に書
かせることにより自己
理解を深めさせる。夏
期補習・冬期補習を充
実させ、塾に頼らない
学力向上を目指す。 

(1･2)３年生は希望通りの
進路決定ができたか。
１、２年生は夏期補習・
冬期講習を十分活用でき
たか。主体的に学習する
生活習慣がついたか。進
路目標が設定できたか。 

(1・2)１年生対象のアクティブラ
ーニングを実施した。大学の講師
を招いて2年生対象に学部学科講
義を行った。夏期休業を利用して
夏期補習を行った。 

(1・2)本年度は仮設校舎への引っ越し
があったため、例年に比べしよう教
室、補習期間に制限が出てしまった。
来年度も施設利用の制限が多いことを
考慮して、場所・期間の確保を早い時
期に提案する必要性がある。 

・大学との連携を積極
的に図り、取組をさら
に深めてほしい。 
・引越等で十分な補習
は難しかったようであ
るが、早い時期から計
画し生徒のニーズに応
えられるようにしてほ
しい。 
・翌年の選択科目を選
ぶのがまだ自分の進路
を決めかねている夏休
み明けなので早めの指
導が必要である。 

・次年度も仮設校
舎で校内合宿と並
行して補習を実施
となる。生徒会と
も連携し早い段階
から補習計画を策
定する必要があ
る。 
・高校卒業時の進
路だけではなく将
来の職業選択から
選択科目を考えさ
せることが課題で
ある。 

・生徒のニーズに
合わせた補習計画
を早い段階から策
定していきたい。 
・将来の自分の社
会でのあり方を考
えさせるキャリア
教育を実践し、高
校卒業後の明確な
目標設定に結びつ
けていきたい。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

(1)生徒に部活動の
発表や音楽交流、
地域清掃などを通
し、地域や社会へ
の貢献について、
自分たちにできる
ことを考えさせ、
地域の一員として
の自覚を持たせ
る。 
(2)学校づくりの取
組や学校行事や学
校説明会の予定、
生徒の部活動への
取り組み等を、生
徒・保護者・地域
社会に対してわか
りやすく情報発信
する。 
 

(1)挨拶や清掃活動、
音楽交流における地域
貢献の意義をＨＲなど
で伝えることで、地域
の一員として活動して
いることを自覚できる
ようにする。 
(2)学校ホームページ
を積極的に活用し、個
人でも学校見学の申込
等に利用できるように
するとともに、生徒・
保護者・地域のニーズ
に合った情報を迅速に
提供する。 

(1)ＨＲや部活動において
地域の一員として自覚で
きるよう指導、支援でき
たか。 
(2)学校ホームページでの
情報発信が、必要なとき
にできたか。学校説明会
等の申込みに、学校ホー
ムページが活用された
か。 

（1）例年、地域清掃や音楽活動
の地域行事に参加している。 

 ・通学区域が広い高校
において地域との協働
意識を高めることは難
しい。これからも効果
的に取り組んで頂きた
い。 
・地域との音楽交流は
今後も継続してほし
い。 
・ホームページを使っ
て学校の様子をどんど
ん発信してほしい。お
知らせ等が少ないと感
じる。 

・今年は稗原小学
校の環境整備にサ
ッカー部や野球部
が参加した。地域
との連携を深める
良い機会であっ
た。 
・迅速なホームペ
ージの更新に努め
た。 

・地域貢献は単に
地元との連携を深
めるだけではな
く、本校の生徒た
ちにとっても社会
性を育む良い機会
である。これから
も地域の小中、地
元住民との連携で
きる機会を作って
いきたい。 
・ホームページを
担当できる教員以
外のスタッフの配
置を要望していき
たい。 

５ 

学
校
管
理
・
学
校
運
営 

(2)施設・設備の安
全点検を行い、生
徒が充実した学校
生活を送れるよう
に、安全安心な学
校づくりを推進す
る。 

(2)環境問題や環境美
化に対する生徒の自主
的、日常的な取組の推
進をする。また、防災
訓練などを通して生
徒・教職員の防災意識
を向上させる。耐震工
事に伴う、仮設校舎へ
の移動などを安全、円
滑に実施できるよう計
画を立てる。 

(2)清掃活動や学校行事等
で環境問題や環境美化に
対する生徒の自主的、日
常的な取組を推進するこ
とができたか。耐震工事
に伴う、仮設校舎への移
動などを安全、円滑に実
施することができたか。 

(2)普段の学校生活で清掃活動を
通して環境問題や環境美化を意識
させ生徒を自主的に取組ませるこ
とができた。耐震工事に伴う、仮
設校舎への移動などを安全、円滑
に実施することができた。 

(2)２学期より仮設校舎への移動に伴
い、一足制を導入、新たな避難経路の
確認を行った。生徒が、円滑な学校生
活が送れるよう適切に調整、対応する
ことが必要である。 

・仮設校舎、耐震工事
でグランドが使用でき
ない現状でも、清掃活
動や環境美化に取り組
んでいるところは評価
できる。 
・防災は勿論、防犯に
も力を入れてほしい。 

・仮設校舎への引
越が無事に完了し
た。 
・仮設校舎からの
避難誘導などの実
効性のある計画の
策定が課題であ
る。 

・一足制について
は耐震工事後のＡ
棟を含める施設全
体の配置、利用計
画策定の中で検討
していきたい。 


